米軍Ｘバンドレーダーの経ヶ岬への搬入強行に抗議する
２０１４年１０月２１日　日本平和委員会

　本日未明、米軍は、地元住民や京都府民の反対の声を無視して、京都府京丹後市丹後町の米軍経ヶ岬通信所に「Ⅹバンドレーダー」の本体の搬入を強行した。

　これは、県民と住民には一切情報を知らせず、米本国から空輸した長さ約１３メートル、重量約３４トンのレーダー本体を、米軍横田基地から自衛隊小松基地を経由し、深夜パトカーが先導し一般道の信号をすべて青信号に切り替え、厳重な警備態勢で陸送したものである。

　このⅩバンドレーダーは、なによりも米本国に向かう弾道ミサイルを探知・迎撃するためのものであり、「日本防衛」とは無縁の、アメリカの先制攻撃態勢の一環である。それは、北東アジアの軍拡と緊張を高める悪循環を招き、「有事」の際には第１攻撃目標となる施設である。しかも、安倍政権はこのレーダーが探知した弾道ミサイルを日本の自衛隊が撃ち落とすことができるようにするために「集団的自衛権行使」容認の閣議決定を強行し、アメリカの戦争に加担する態勢づくりをすすめている。それはまさに、日本をアメリカの戦争に引き込む基地である。
　この基地建設とレーダー配備は、レーダーの発する強力な電磁波の自然や人体、漁業などへの影響、米兵犯罪の危険など、住民の切実な不安や疑問に何らまともに答えることなく、作業を強行してきたものである。沖縄・名護市辺野古への新基地建設と同様のこのような強権的な米軍基地建設のやり方は、断じて許せない。

　私たちは、日米政府に対し、ただちに基地建設の作業を中止し、住民、県民と話し合うことを求めるものである。そして、米軍基地の新設を撤回することを求めるものである。いま日本政府のやるべきことは、米軍基地の新設・増強ではなく、日本国憲法の平和外交にもとづく周辺諸国との平和的関係樹立への努力である。
　私たちはここにそのことを、強く求めるものである。
